
グリーン・アントレプレナーシップ研究寄附講座
設立記念シンポジウム

グリーン・
アントレプレナーシップ
～未来への挑戦～

12.17日 [14:00-16:30]
受付開始13:30

2 0 2 3

京都大学時計台記念館 
国際交流ホール
https://forms.gle/D3ZDzmic6sa5hgza7
オンライン配信はございません

sano.tomoko.5e@kyoto-u.ac.jp京都大学経営管理大学院 グリーン・アントレプレナーシップ研究寄附講座（佐野）お問合せ先

京都大学経営管理大学院は、2023年7月1日に
「グリーン・アントレプレナーシップ研究寄附講座」
を設置しました。
本寄附講座は、持続可能な人間社会の前提となる豊
かな自然環境の維持改善を志向するグリーンな経営
活動と、市場メカニズムを活用することで社会問題を
解決し、新しい社会価値の実現を目指すアントレプレ
ナーシップとが結びつく領域において、研究教育を展
開することを目指しています。寄附講座の設立を記
念して、グリーン・アントレプレナーシップとグリーン・
イノベーションを課題にシンポジウムを開催します。

参加申し込みはこちら

どなたでもご参加いただけます！



京都新聞

京都大学工学部（電子工学）卒。米国フロリダ大学博士課程修了、Ph.D（電子工学）取得。日本電信電話公社（現NTT）を経て、1984年、
京セラ社長 稲盛和夫氏と第二電電（現KDDI）を共同創業。1995年、慶応義塾大学大学、大学院教授に就任。その後、イー・アクセス、イー・
モバイル（現Y！mobile）を創業。両社の代表取締役としてその成長を長きにわたり牽引。2015年よりグリーンベンチャーの（株）レノバの代表
取締役会長としてグリーンリボルーションを牽引。シリコンバレーのエクセレントカンパニー数社の取締役や世界最大の通信社ロイター社の取
締役を務めた。カリフォルニア大学バークレー校、カーネギーメロン大学の客員教授、スタンフォード大学客員フェロー等を歴任。さらに、以下
のような社会的活動を行っている。一つとしてはアジア太平洋各国の経済的に困窮する優秀な若者に対し、将来各国のリーダーとなる人材の
養成をする目的とする「公益財団法人千本財団」理事長。また、重度の虐待を受けた子ども達の経済的、精神的にサポートする「一般社団法
人こどもたちと共に歩む会」の理事長も務める。米電子電気学会フェロー、日本電子情報通信学会フェロー、日本ベンチャー学会元副会長。
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1 4 : 0 0 - 1 4 : 1 0

1 4 : 1 0 - 1 4 : 4 0

1 4 : 4 0 - 1 5 : 1 0

1 5 : 1 0 - 1 5 : 3 0

1 5 : 3 0 -

1 6 : 3 0

開会挨拶
　各務 茂夫（一般社団法人日本ベンチャー学会会長/東京大学大学院工学系研究科 教授／産学協創推進本部 副本部長）

基調講演① 「未来への舵取り: グリーンアントレプレナーシップと日本のイノベーションへの展望」
　千本 倖生（京都大学経営管理大学院 特命教授／株式会社レノバ 名誉会長）

基調講演② 「企業家精神とイノベーション：日本社会の課題と未来」
　軽部 大（京都大学経営管理大学院 客員教授／一橋大学大学院 教授）

コメント（論評）
　御立 尚資（京都大学経営管理大学院 特別教授）

パネルディスカッション・質疑応答
　パネリスト 千本 倖生 ＆ 軽部 大 ＆ 山田 仁一郎（京都大学経営管理大学院 教授） 
  ＆ 木村 麻子（京都大学経営管理大学院 客員教授／関西大学 教授）
　モデレーター 御立 尚資

閉会挨拶
　澤邉 紀生（京都大学経営管理大学院 院長）

一橋大学商学部卒業、一橋大学大学院商学研究科博士課程修了。博士（商学）。一橋大学大学院経営管理研究科
イノベーション研究センター教授。2006-2007年フルブライト奨学金客員研究員（Bryn Mawr College 及び
Wharton School, University of Pennsylvania）。1998年第14回組織学会高宮賞、2003年第19回組織
学会高宮賞受賞、2012年第55回日経・経済図書文化賞受賞、2023年日本経営学会受賞（論文部門）。
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京都大学文学部米文学科卒。ハーバード大学より経営学修士（MBA WITH HIGH DISTINCTION, BAKER 
SCHOLAR） を取得。日本航空株式会社を経て、ボストンコンサルティンググループに入社。日本代表（2005年～
2015年）BCGグローバル経営会議メンバー（2006年～2013年）を務める。経済同友会副代表幹事（2013-2016）。
複数の上場企業の社外取締役、大原美術館理事、などを務めている。
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関西学院大学商学部中途退学（大学院へ飛び級のため）、関西学院大学商学研究科単位取得退学。博士（商学）。九
州産業大学商学部准教授等を経て、現職。関西大学ソシオネットワーク戦略研究機構副機構長、日本原価計算研究
学会常任理事等を歴任し、現在は日本管理会計研究学会常務理事、日本社会関連会計学会理事等。
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北海道大学大学院経済学研究科博士課程修了（博士・経営学）。大阪市立大学教授、英国クランフィールド大学客員
フェロー、仏ボルドー大学客員教授、豪州グリフィス大学客員教授、組織学会理事、文科省・科学技術学政策研究所
客員研究官、企業家研究フォーラム理事等を歴任し、2021年より現任。日本ベンチャー学会副会長。
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※変更になる場合があります


